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全国道の駅連絡会の方針（「３ステ応援」徹底サポート計画-2027）再掲

◎道の駅第3ステージ「まちぐるみ道の駅」を徹底サポート
～全国ネットワークを活かした道の駅駅長間の連携、情報共有の推進等～

◎国交省「第3ステージ・応援パッケージ」施策にあわせて、対象駅を問わず、
ブロック連絡会や女性駅長会、賛助会員企業の協力を得ながら広範にサポート

（3ケ年計画：100駅個別支援目標）

1.道の駅向けアドバイザリー制度（連絡会が費用一部負担）

「3ステ応援」アドバイザリー制度 等

2.関連情報の共有、意見交換の推進

全国道の駅「3ステ応援」駅長サミットの開催 等

3.官民連携事業のさらなる推進

「3ステ応援」連携事業の新規開発 等

2



1．道の駅「３ステ応援」アドバイザリー制度の運用を開始(R7.12～)

（目的）

・ 道の駅第３ステージ「まちぐるみの道の駅」実現に向けて、

道の駅が抱える各種課題の解決を支援するとともに、

道の駅（駅長）および道の駅間の横連携を支援するための制度

・ 以下の課題解決に資するアドバイザー（支援ツール、ノウハウ等を含む）を起用

①「まちぐるみ道の駅」実現 例）コンセプト策定、地域振興/関係人口増等

② よろず相談/困りごと解決 例）施設改修、商品開発、ＥＣ支援等

③ 駅長/スタッフの育成 例）新任駅長研修、ブロック研修等

（アドバイザーの選定と支援費用）

・ 事前登録のアドバイザー名簿(全26名）から選定、名簿は半期毎に更新

・ １案件につきアドバイザリー報酬として～５万円（旅費含む）、各ブロック～６件/年間

を補助（ブロック主体＝複数道の駅合同の場合は＠～１０万円、ただし１件/年間まで）
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道の駅「３ステ応援」アドバイザリー制度【実績】

派遣日時申請/派遣内容派遣
アドバイザー名

派遣
道の駅/団体名申請者No

R8年2月12日(木)
13時30分～17時15分

農業・商業・観光・防災を融合した持続可能な運営に注
力し、行政・教育機関・企業と連携した地方創生に尽力
している道の駅を参考とするための、役場・地元住民、
商工会、農協、学校関係との連携についての講演

道の駅いたの
駅長 小川満大

中国「道の駅」連絡会
研修会

中国「道の駅」連絡会1

R7年12月2日(火)
13時15分～16時15分

道の駅の情報提供機能をテーマとした、設置自治体、運
営者、道路管理者の 3 者のワークショップ方式の意見交
換会

(株)ライフスタイル研究所
代表取締役社長 船崎美智子

島根県西部地域
「道の駅」意見交換会

島根県「道の駅」交流会2

R8年2月2日(月)
9時30分～12時30分
13時30分～16時30分

職員の接遇マナー研修
→職員のスキルアップやコミュニケーション能力の向上
を目的とした、接遇マナーやチームビルディング等

道の駅ウェルネスあらお
駅長 武藤由加

道の駅阿蘇
NPO法人

ASO田園空間博物館
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R8年2月18日(水)
19日(木)

道の駅とジオパークの連携、活用の方法についての講演
及び意見交換、現地視察

道の駅阿蘇
駅長 下城卓也

道の駅大歩危徳島県三好市観光課4

R8年2月3日(火)
竜王町道の駅第３ステージに向けた道の駅リニューアル
計画（整備方針、補助金・交付金活用）に関する意見交
換及び現地視察

道の駅国上
相談役 加藤はと子

道の駅竜王かがみの里
道の駅アグリパーク竜王

株式会社みらいパーク竜王5

R8年3月15日(日)
16日(月)

道の駅再整備に向けた、商品開発、商品パッケージ開発、
商品陳列等、商品のブラッシュアップや販売促進への取
組を進めるための現地調査

道の駅たがみ
駅長 馬場大輔

道の駅いわない北海道岩内郡岩内町6

R8年3月13日(金)
道の駅たがみ、道の駅庭園の郷保内、道の駅国上の視察
見学

道の駅たがみ
副駅長 長田明子

道の駅おがち秋田県湯沢市7
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2．全国道の駅「３ステ応援」駅長サミット2026の開催（案）

【主旨/目的】
・道の駅第3ステージ（まちぐるみ道の駅）の実現に向けて有用な情報共有、意見交換を推進
・国の応援パッケージ対象駅の進捗共有と「もてぎモデル」ケーススタディを中心に討論

【テーマ案＜仮＞】道の駅「第3ステージ」の、ひとつのカタチ

【概要】◇主催：全国道の駅連絡会 ◇協力：国交省道路局
◇特別協賛：明治安田 ◇一般協賛：各社（募集）

【日時】令和8年5月26日（火）
13：30～17：30（交流会：19：00～）

【場所】東京丸の内マイプラザホール（明治安田）

【内容】◇挨拶 ◇まちぐるみ道の駅の取組状況
◇基調講演 ◇３ステ応援「駅長ディスカッション」

テレビ番組プロデューサー(予定） ◇アドバイザリー制度報告
（道の駅関連） ◇ソリューション提案（賛助会員） 5



3ｰ1.官民連携プロジェクト事業から（①クラウドファンディング）

◎道の駅が地元の「隠れた力」を掘り起こし、まちの活性化に向けて協働
～クラウドファンディングを活用し「道の駅」×「地元力」による価値共創

◎道の駅が「旗振り役（リーダー）」として企画支援・販促連携等を行い、
クラファンを活用した地元事業者の商品開発・限定商品・体験企画等の熱意/夢の実現を後押し

◎「日本酒」「菓子」等から始め、道の駅が多目的にクラファン活動を行える枠組みを構築

【R7.9】全国の道の駅向け意向調査結果（n=240駅）
◇地元課題に道の駅がまちぐるみでこたえる役割を意識⇒⇒ ⇒⇒ 約4割
◇道の駅と地元資源の掛け合わせの有効性を認識 ⇒⇒⇒⇒ ⇒⇒   約7割
◇クラファンによる資金調達の意向⇒⇒約2割、検討意向⇒⇒⇒⇒ 約4割

例：日本酒
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3ｰ2.官民連携プロジェクト事業から（②全国版デジタルスタンプ）

◎全国の道の駅を対象とする「デジタルスタンプ・メモリー(仮称)」の実証実験を、
カーライフ情報メディア（アプリ）と連携して展開（R8年度計画）

＜目的/内容＞
・全国の道の駅への訪問記録を一元的に残せることおよび顧客データの収集/分析（３ステ課題）
・参加駅に対しては、来場者の人流や利用状況、周遊等の分析レポートを無料で提供し、以降の

マーケティング活動・まちぐるみ化へ寄与
・道の駅の参加は無料、施設情報や販促策（クーポンなど）の登録も可能
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【参考】データ分析・レポートの提供イメージ

・全国の地区連絡会とも協議しながら、駅長サミット（5/26）にて発表、順次リリースを計画
（混乱をさけるため、GWと夏シーズンの端境期/梅雨時期に導入開始）

顧客データ分析による道の駅へのマーケティング支援
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